
『菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
四
）

佐

藤

信

一

【
一
八
五
番
詩
注
解
補
足
】

　
前
稿
（
「
「
菅
家
文
草
」
巻
三
注
釈
稿
（
二
）
」
）
の
一
八
五
番
詩
「
尚
書

左
丞
饅
席
同
賦
二
贈
以
予
言
、
各
分
’
二
字
一
、
探
得
レ
時
」
の
「
悲
」
、

「言
」
、
「
贈
レ
我
」
等
の
同
語
の
頻
出
を
問
題
に
し
た
が
、
参
考
に
な
る

中
国
の
用
例
と
し
て
、
初
唐
王
勃
「
秋
江
送
別
二
首
（
一
）
」
「
早
是
他
郷

値
二
早
秋
一
、
江
亭
明
月
帯
二
江
流
’
」
を
挙
げ
て
お
く
。

【
一
八
七
番
詩
注
解
訂
正
】

　
前
稿
（
「
「
菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
二
）
」
）
の
一
八
七
番
詩
「
北
堂

饅
レ
宴
、
各
分
二
一
字
一
、
探
得
レ
遷
」
の
注
に
於
い
て
「
導
」
を
「
導
」
の

異
体
字
で
あ
る
と
し
た
が
、
正
し
く
は
「
道
」
の
異
体
字
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
謹
ん
で
訂
正
す
る
。

【
一
八
八
番
詩
注
解
訂
正
】

　
前
稿
（
「
『
菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
三
）
」
）
の
一
八
八
番
詩
「
中
途

送
レ
春
」
の
「
風
光
今
日
東
蹄
去
」
の
「
風
光
」
を
現
代
語
に
於
け
る

「
風
景
」
の
如
く
に
解
釈
し
て
い
た
が
、
こ
こ
は
原
義
通
り
の
風
と
光
の

義
で
あ
ろ
う
。
「
風
光
今
日
東
蹄
去
」
で
風
と
光
が
東
の
方
に
去
っ
て
い

っ

て

し
ま
う
の
義
。
た
だ
同
じ
言
葉
が
一
九
〇
番
詩
「
得
二
故
人
書
一
以
レ

詩
答
レ
之
」
で
「
垢
レ
封
知
三
再
改
二
風
光
一
」
と
あ
る
の
は
、
そ
こ
に
引
用

し
た
白
詩
「
春
來
頻
與
二
李
二
賓
客
一
、
郭
外
同
遊
。
因
贈
二
長
句
一
」
「
風

光
引
レ
歩
酒
開
レ
顔
、
送
レ
老
鎗
春
嵩
洛
間
」
と
同
様
に
、
景
色
、
眺
め
の

義
で
採
っ
て
お
く
。

校
異
に

用
い

た
略
号
を
確
認
し
て
お
く
。

【略
号
】

（
内
A
》
…
内
閣
文
庫
A
本
（
底
本
）

（
川
口
》
…
川
口
久
雄
氏
旧
蔵
本

（
内
B
》
…
内
閣
文
庫
B
本

（
尊

A
》
…
尊
経
閣
文
庫
A
本

（
尊
B
》
…
尊
経
閣
文
庫
B
本

（
尊

C
》
…
尊
経
閣
文
庫
C
本

（
尊

D
》
…
尊
経
閣
文
庫
D
本

（蓬
左
》
…
蓬
左
文
庫
蔵
本

（
別
雷
》
…
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本

（
道

A
》
…
道
明
寺
天
満
宮
蔵
A
本

（
多
A
》
…
多
和
文
庫
A
本

〈
多
B
＞
…
多
和
文
庫
B
本

一
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〈
東
A
＞

〈
東
B
＞

〈
京
A
＞

〈
京
B
＞

〈
陽
明
〉

〈
資
A
＞

〈
資
B
＞

…
東
大
所
蔵
A
本

…
東
大
所
蔵
B
本

…
京
大
所
蔵
A
本

…
京
大
所
蔵
B
本

…
陽
明
文
庫
蔵
本

…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
A
本

…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
B
本

【本
文
】

m
　
金
光
明
寺
百
講
會
、
有
レ
感

　
三
十
日
來
草
不
レ
青

　
　
　
　
ゑ
　
の

　
今
朝
雨
降
惣
神
霞

　
何
爲
頂
上
重
加
レ
頂

　
永
戴
仁
王
般
若
経

※

降
…
一
字
欠
、
〈
多
B
V
〈
東
A
V
〈
東
B
＞
〈
京
A
＞
〈
京
B
V
〈
資
A
V

〈
資
B
＞
に
よ
り
補
う

【校
異
】

惣

…
惣
〔
別
筆
ニ
テ
記
ス
〕
（
尊
A
》
据
（
尊
D
》
〈
多
B
＞
〈
東
A
＞
．
〈
東

B
＞
〈
京
A
＞
〈
京
B
＞
〈
資
A
＞
〈
資
B
＞
、
雨
…
両
〔
右
傍
二
「
雨
」
ト

注
記

ス
〕
（
別
雷
》
両
〈
京
A
＞
〈
陽
明
〉
、
降
…
一
字
欠
《
川
口
》
（
内

B
》
《
尊
A
》
《
尊
B
》
《
尊
C
》
《
蓬
左
》
《
別
雷
》
《
道
A
》
《
多
A
》
〈
京

A
＞
〈
陽
明
〉
、
惣
…
物
（
別
雷
》
（
道
A
》
（
多
A
》
〈
京
A
＞
〈
陽
明
〉
、

爲
…
道
《
川
口
》
、
戴
…
一
字
脱
《
蓬
左
》

【平
灰
】

　
○
　
●
　
●
　
○
　
●
　
●
　
◎

　
○
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

　
○
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
●

　
●
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

七
言
絶
句
。
灰
起
式
。
下
平
声
青
韻
。
転
句
と
結
句
は
互
い
に
平
灰
が
入

れ
替
わ
っ

た

形
に

な

っ

て

い

る
。
音
律
も
美
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

【訓
読
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ
び

m
　
金
光
明
寺
百
講
会
、
感
有
り

　
　
　
　
こ
の
か
た

　
三
十

日
來
草
青
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
す
ぺ

　
今
朝
雨
降
り
て
惣
て
祠
璽
な
り

　
　
ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
何
ぞ
頂
の
上
に
重
ね
て
頂
を
加
ふ
る
こ
と
を
為
さ
ん

　
　
い
た
だ

　
永
く
戴
く
仁
王
般
若
経

【注
釈
】

◇
金
光
明
寺
…
金
光
寺
か
。
三
豊
郡
仁
尾
村
、
仁
保
に
あ
っ
た
。
真
言
宗

御
室
派
。
行
基
の
創
建
。
本
尊
は
聖
観
世
音
（
井
上
圓
了
他
監
修
『
大
日

本
寺
院
総
覧
」
大
正
五
年
九
月
、
明
治
出
版
刊
に
拠
る
）
。
た
だ
三
豊
郡

は

讃
岐
で
も
国
府
か
ら
西
に
隔
た
っ
た
地
。
着
任
し
て
か
ら
や
や
あ
っ
て

の
作
か
。

◇
百
講
會
…
『
仁
王
般
若
経
」
を
講
ず
る
儀
式
。
『
三
賓
感
鷹
要
略
録
」

巻
中
第
五
十
九
「
唐
代
宗
皇
帝
講
仁
王
般
若
降
雨
感
雁
纏
」
に
「
代
宗

皇
帝
永
泰
元
年
秋
。
天
下
無
レ
雨
枯
渇
。
代
宗
以
二
八
月
二
十
三
日
’
。
詔
下

於
二
資
坐
西
明
両
寺
一
請
二
百
法
師
一
。
講
中
新
翻
仁
王
般
若
経
上
。
以
二
三
蔵

法
師
不
空
一
、
爲
二
都
講
一
。
至
一
一
干
九
月
一
日
一
。
黒
雲
餐
レ
空
。
甘
露
雨
降
。

天
下
得
二
潤
雨
澤
’
。
枯
死
草
木
頓
成
二
栄
茂
一
。
仁
王
般
若
威
紳
不
可
思
議

…
」
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
七
「
震
旦
唐
代
依
仁
王
般
若
力
降
雨
語
第

十
＝
に
「
今
ハ
昔
震
旦
ノ
唐
ノ
代
宗
皇
帝
ノ
代
二
永
泰
元
年
ト
云
フ
年
ノ
秋
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天
下
二
雨
不
降
諸
ノ
草
木
皆
枯
レ
失
セ
テ
、
大
臣
・
百
官
ヨ
リ
始
メ
テ
人
民
皆
、

歎
キ
悲
ム
事
元
限
シ
。
其
ノ
時
二
、
代
宗
皇
帝
、
心
ノ
内
二
「
佛
法
ノ
カ
ヲ
以
テ

雨
ヲ
可
降
キ
也
」
ト
思
給
テ
、
八
月
廿
三
日
ヲ
以
テ
詔
シ
テ
資
聖
・
西
明
ノ
ニ
ノ
寺

百
ノ
法
師
ヲ
請
新
翻
ノ
仁
王
般
若
経
ヲ
令
講
シ
ム
。
三
蔵
法
師
・
不
空
ヲ
以
ア

忽
講
師
ト
爲
リ
。
九
月
一
日
二
至
ル
ニ
黒
雲
空
二
聾
キ
テ
甘
露
ノ
雨
降
ル
事
、

既
二
國
内
二
満
テ
リ
。
然
レ
パ
、
天
下
皆
潤
ヲ
ヒ
得
テ
枯
レ
失
ル
草
木
悉
ク
、
榮
二

茂
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。
其
ノ
時
二
、
皇
帝
ヨ
リ
始
メ
、
大
臣
・
百
官
・
人
民
喜
プ
事

元
限
シ
。
然
レ
バ
、
仁
王
般
若
経
ノ
威
力
不
可
思
議
也
ト
信
ズ
」
と
あ
る
。
両

者
比
較
し
て
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
見
ら
れ
ず
「
三
費
感
雁
要
略
録
」
の

中
に
見
ら
れ
る
「
仁
王
般
若
威
祠
」
と
あ
る
「
碑
」
は
後
出
の
「
紳
璽
」

に
拘
わ
る
か
。

◇
感

…
前
出
「
三
費
感
鷹
要
略
録
」
「
唐
代
宗
皇
帝
講
仁
王
般
若
降
雨
感

雁
磯
」
の
「
感
」
に
負
っ
た
表
現
か
。
「
説
文
解
字
」
に
「
動
二
人
心
’

也
」
。
「
倭
玉
篇
」
に
「
コ
ト
ハ
ル
　
フ
ル
・
　
ヨ
ロ
コ
ブ
　
イ
タ
ム
　
ウ

ゴ

ク
　
ウ
ク
」
と
あ
る
訓
か
ら
「
ヨ
ロ
コ
ブ
」
を
採
り
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
」

と
読
ん
で
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

◇
來

…
「
類
聚
名
義
抄
」
「
來
」
に
「
カ
ヘ
ル
　
ク
　
キ
タ
レ
ル
　
キ
タ

ス

　
コ
ノ
カ
タ
　
ツ
ト
ム
　
マ
ウ
ツ
　
ミ
タ
ル
」
と
あ
る
訓
か
ら
「
コ
ノ

カ
タ
」
を
採
る
。
『
孟
子
』
「
蓋
心
下
」
「
由
二
孔
子
而
來
、
至
於
今
一
、
百

有
鹸
歳
、
去
二
聖
人
之
世
一
、
若
レ
此
、
其
未
レ
遠
也
」
が
そ
の
例
。

◇
草
不
レ
青
…
「
草
」
を
「
青
」
い
と
す
る
も
の
に
白
居
易
「
感
レ
春
」
の

「
草
青
臨
レ
水
地
、
頭
白
見
レ
花
人
」
、
ま
た
李
商
隠
「
訪
二
白
雲
山
人
一
」

の

「漂
近
懸
崖
屋
、
陰
陰
草
木
青
」
が
あ
る
。

◇
惣
…
三
好
似
山
『
廣
盆
助
語
集
例
』
「
惣
與
レ
縛
同
。
又
据
與
レ
総
同
。

据
將
領
也
。
又
合
也
。
皆
也
」
と
す
る
。
ま
た
「
玉
篇
略
』
上
に
「
ソ
ウ
、

ス

ヘ
テ
、
ア
ラ
ハ
ル
」
と
訓
じ
て
い
る
。
す
べ
て
、
の
意
。

◇
神
霞
…
自
然
現
象
を
神
意
と
見
な
し
た
表
現
。
『
春
秋
公
羊
傳
』
僖
公

十
一
年
二
月
に
「
楚
人
謂
二
宋
人
一
日
、
子
不
レ
與
二
我
國
一
吾
將
レ
殺
二
子
君
一
、

宋
人
雁
レ
之
日
、
吾
頼
一
社
稜
之
神
鍾
’
、
吾
國
巳
有
レ
君
　
」
と
あ
る
。

◇
何
爲
…
清
劉
洪
「
助
字
辮
略
」
「
何
爲
猶
云
二
豊
然
一
」
と
あ
る
よ
う
に

詠
嘆
を
表
す
。
「
白
氏
文
集
」
巻
二
「
績
古
詩
十
首
（
八
）
」
「
何
爲
腸
中

氣
、
薔
穆
不
レ
得
レ
静
」
。
た
だ
こ
こ
の
「
爲
」
は
平
声
の
た
め
、
た
め
の

義
で
は
な
く
、
お
こ
な
う
の
義
で
解
釈
し
た
。

◇
頂
上
重
加
レ
頂
…
頂
生
王
の
故
事
に
拠
っ
た
表
現
。
「
仏
説
頂
生
王
因
縁

経
」
や
「
仏
説
頂
生
王
故
事
経
」
に
説
か
れ
る
。
「
仏
説
頂
生
王
因
縁
経
』

で

は
帝
釈
天
の
代
わ
り
に
阿
修
羅
を
撃
破
し
天
上
界
で
欲
望
の
最
上
を
究

め
た
頂
生
王
が
、
老
い
と
死
に
迫
ら
れ
、
布
施
の
重
要
性
を
認
識
す
る
に

至
っ

た
と
い
う
内
容
。
「
仏
説
頂
生
王
故
事
経
」
で
は
四
洲
を
支
配
し
て

も
満
足
し
な
か
っ
た
頂
生
王
が
、
帝
釈
天
を
放
逐
し
て
天
上
界
を
支
配
し

よ
う
と
す
る
に
到
り
、
神
通
を
失
っ
て
下
界
に
墜
落
し
て
果
て
た
と
す
る

（『仏
書
解
説
大
辞
典
」
〔
昭
和
八
年
十
一
月
、
大
東
出
版
刊
〕
に
拠
る
）
。

道
真
の
表
現
は

「仏
説
頂
生
王
因
縁
経
」
巻
一
に
「
今
此
太
子
従
二
頂
上
一

生
、
慮
レ
名
二
頂
生
一
」
と
あ
る
叙
述
に
拠
る
か
。
ま
た
巻
三
に
「
香
風
時

來
吹
去
、
萎
華
更
雨
新
者
」
と
あ
っ
て
、
雨
乞
い
と
の
関
連
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
な
お
「
頂
」
は
「
倭
玉
篇
』
に
拠
れ
ば
音
読
み
「
チ
ヤ
ウ
」
。

「
チ
ヤ
ウ
」
と
読
ん
で
お
く
。

◇
戴
…
「
類
聚
名
義
抄
」
に
「
イ
タ
・
ク
　
ウ
ヤ
マ
フ
」
と
あ
る
。
東
寺

観
智
院
旧
蔵
本
「
三
費
給
詞
」
「
小
野
朝
臣
麿
」
「
我
頂
二
多
羅
尼
ヲ
イ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

タ
キ
背
二
千
手
経
ヲ
ヲ
ヒ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
」
、
関
戸
家
本
「
我
。
う
へ
に

た

ら
に
を
い
た
〉
き
せ
な
か
に
千
手
経
を
お
へ
り
」
と
あ
る
。
東
寺
本
で
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「頂
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
「
頂
」
を
『
三
費
給
詞
注

解
』
で
「
イ
タ
タ
キ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
大
系
も
そ
れ
に
従
っ

て

先
の

「
頂
上
重
加
レ
頂
」
の
「
頂
」
を
「
い
た
だ
き
」
と
訓
ず
る
が
、

こ
こ
は
あ
く
ま
で
も
頂
生
王
の
「
頂
」
で
あ
る
の
で
音
読
み
に
し
た
。

◇
仁
王
般
若
経
…
百
講
会
で
講
じ
ら
れ
た
経
典
。
『
仁
王
般
若
波
羅
密
経
」

の

こ
と
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
下
、
護
國
品
第
五
に
「
大
王
。
昔
日
有
レ
王
。

釈
提
桓
因
爲
下
頂
生
王
。
來
上
レ
天
欲
占
滅
二
其
國
一
。
時
帝
釈
天
王
即
如
二
七

仏
法
用
一
。
敷
二
百
高
座
’
請
二
百
法
師
’
講
二
般
若
波
羅
密
“
。
頂
生
即
退
。

如
二
滅
罪
経
中
説
一
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
も
頂
生
王
が
見
え
る
。

【試
訳
】

m
　
金
光
明
寺
百
講
会
に

て
、
喜
び
を
感
じ
て

　

日
照
り
の
た
め
三
十
日
こ
の
か
た
草
も
青
く
な
か
っ
た

　

し
か
し
な
が
ら
今
朝
方
雨
が
降
っ
て
す
べ
て
神
霊
の
な
せ
る
業
の
よ
う

　

で
あ
る

　
雨
が
降
っ
た
の
だ
か
ら
ど
う
し
て
ま
た
雨
乞
い
を
し
て
雨
を
降
ら
せ
た

　
頂
王
の

上
に

重
ね
て

頂
王
を
加
え
る
こ
と
を
し
よ
う
か

　
た

だ
末
永

く
戴
く
の
で
あ
る
雨
を
降
ら
せ
る
力
を
持
つ
仁
王
般
若
経
を

【考
察
】

　
底
本

「降
」
一
字
欠
、
し
か
も
こ
の
欠
字
は
行
の
途
中
の
も
の
。
も
っ

と
も
左
端
に
位
置
す
る
箇
所
な
の
で
、
原
本
に
近
い
段
階
で
そ
の
よ
う
な

欠
損
が
生
じ
た
か
。
ま
た
、
こ
の
字
は
川
口
本
で
も
字
配
り
な
ど
同
様
に

欠
字
。
校
異
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
写
本
の
す
べ
て
と
刊
本
の
い
く
つ
か

が
欠
字
。

　
内
容
面
か
ら
は
道
真
が
『
仏
説
頂
生
王
因
縁
経
』
や
『
仏
説
頂
生
王
故

事
経
」
、
「
仁
王
般
若
波
羅
密
経
』
等
の
仏
典
に
も
典
拠
を
求
め
て
い
た
こ

と
が
察
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
道
真
が
直
接
、
『
仏
説
頂
生
王
因
縁
経
』

ま
た
は
『
仏
説
頂
生
王
故
事
経
』
を
引
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
r
こ

の

法
会
で
用
い
ら
れ
た
『
仁
王
般
若
波
羅
密
経
」
の
頂
生
王
の
叙
述
を
参

考

に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
付
記
》
注
釈
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
諸
本
の
翻
刻
・
調
査
・
紹
介
を
快

諾

し
て
下
さ
っ
た
内
閣
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
東
京
大
学
付
属
図
書
館
・

京
都
大
学
付
属
図
書
館
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
陽
明
文
庫
・
多
和
神
社
・
蓬

左
文
庫
・
道
明
寺
天
満
宮
・
京
都
府
立
綜
合
資
料
館
・
川
口
氏
の
各
位
に
、

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
）
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